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コンビニの電力消費とその
改善策について

１４０３３９B 藤田 圭吾

コンビニの電力消費について

・A店の場合（面積１２０平方メートル）

全体の消費電力：５１１ｋＷｈ／日

冷蔵機器
47%

照明
17%

空調
20%

その他
16%

・B店の場合（面積１４０平方メートル）

全体の消費電力：約４６０ｋＷｈ／日

○1家庭の消費電力の約３０倍！！

冷蔵機器
50%

照明
20%

空調
16%

その他
14%

コンビニの夜間売上と夜間営業の必要性
○ 夜間売上

・1日の売上が１００万円のコンビニの場合

・夜間（０時から6時）の売上：5～１０万円程度

・特に電車の動いていない1時～5時はあまり客

が来ない。

○ 夜間営業の必要性

・２４時間営業しているという便利さが、客足を向

けさせる。

・商品の仕入れや、掃除などをするから、閉店し

ていても人手はいる。

夜間の消費電力

○夜間を0時から6時までの6時間として、コンビニの1日の

消費電力を５００ｋＷｈとする。

・冷蔵機器の消費電力を昼間の7割とすると、6時間で消

費する電力は４２ｋＷｈ。

・空調も昼間の7割とすると２０ｋＷｈ。

・照明は２４時間変わらないとすると、２５ｋＷｈ。

・その他の消費電力は一定として、１８ｋＷｈ。

夜間閉店すると？

・そのうち、もし夜間閉店した場合に削減できる電力→

照明、空調、その他

単純に合計すると６３ｋＷｈになる。→約1割

しかも、夜間は商品の搬入などもあるから、本当にそれだけ

削減できるか疑問。

さらに、夜間電力は余っている。

→夜間閉店しても意味がない？？

・総合的な省エネが必要。
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コンビニが環境に良いこと

・小さな店に日用品のすべてを置いているから、そ

ういう意味ではエネルギー効率がいい。

・人が住んでいる場所のすぐ近くにあるから、買い

物のために車などの移動手段を利用しなくていい。

・まるで地球環境の敵みたいな言われ方をしている

が、各社のホームページを見てみるとコンビニはコ

ンビニなりに省エネにかなり努めている。

コンビニの省エネを考える

・照明を下げる →すでに、時間帯によって照明を

変えることで約５０パーセント節電するシステム

もある。

・入り口を２重ドアにする

ガラスを断熱性の高い物にする

→空調の無駄が少なくなる。

・ドリンク用冷蔵庫の扉を小分けにする →ドアの

開閉による冷気の逃げ出しが少なくなる。

・太陽光発電をする

以上の中にはすでに店舗によっては導入されてい
る項目もある。
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